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地域シンクタンク・モニター調査結果から 

地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
の
商
店
街 

　
　
　 
―
青
森
市
と
佐
世
保
市
の
取
り
組
み 

二
○
○
六
年
度
第
三
回
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
結
果
か
ら 

青森市ホームページ・アウガ 

　
全
国
九
つ
の
調
査
機
関
か
ら
景
気
・
雇
用

の
定
期
報
告
を
お
願
い
し
て
い
る
「
地
域
シ

ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
」
で
は
、
四

半
期
に
一
度
の
調
査
に
あ
わ
せ
、
特
別
テ
ー

マ
を
設
け
、
リ
ポ
ー
ト
を
寄
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
。
第
三
回
で
は
、
「
商
店
街
活
性
化
」

に
つ
い
て
聞
い
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

　
「
ま
ち
づ
く
り
三
法
」
（
中
心
市
街
地
活

性
化
法
、
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
、
都
市

計
画
法
）
の
改
正
案
が
先
の
通
常
国
会
で
成

立
し
た
。
こ
れ
は
、
大
型
小
売
店
（
延
床
面

積
一
万
平
方
㍍
以
上
）
の
郊
外
進
出
を
規
制

す
る
一
方
、
疲
弊
し
た
市
街
地
の
再
活
性
化

を
後
押
し
す
る
も
の
。
法
改
正
を
テ
コ
に
、

各
地
で
市
街
地
活
性
化
の
動
き
が
加
速
す
る

な
か
、
先
進
的
な
二
つ
の
事
例
を
紹
介
す
る
。 

   

福
祉
対
応
型

の
ま
ち
づ
く
り 

　
　
―
青
森
県
青
森
市
― 

  　
青
森
市
は
人
口
約
三
二
万
人
の
県
庁
所
在

地
。
そ
の
玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
青
森
駅
か
ら

一
㌔
に
わ
た
っ
て
続
く
新
町
（
し
ん
ま
ち
）

商
店
街
は
、
か
つ
て
本
州
と
北
海
道
を
結
ぶ

青
函
連
絡
船
が
行
き
来
し
て
い
た
こ
ろ
は
、

交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、
商
店
街
は
賑
わ

い
を
見
せ
て
い
た
。 

　
し
か
し
、
八
八
年
の
連
絡
船
廃
止
に
伴
い
、

商
店
街
か
ら
人
通
り
が
激
減
。
九
○
年
代
に

入
る
と
、
病
院
や
図
書
館
な
ど
公
共
施
設
の

郊
外
移
転
が
相
次
ぎ
、
人
影
は
ま
ば
ら
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
、
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う

に
、
郊
外
の
幹
線
道
路
沿
い
に
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
進
出
。
駅
前
商
店
街
か

ら
客
足
が
遠
の
く
一
方
と
な
っ
た
。 

　
危
機
感
を
募
ら
せ
た
地
元
商
店
街
で
は
若

手
有
志
が
中
心
と
な
り
、
「
福
祉
対
応
型
商

店
街
」
の
構
想
を
打
ち
立
て
た
。
こ
れ
は
、

「
人
と
緑
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
（
車
が
使
え
な
い
）

高
齢
者
や
障
害
者
、
さ
ら
に
子
連
れ
の
主
婦

な
ど
が
安
心
し
て
買
い
物
で
き
る
街
づ
く
り

を
め
ざ
す
も
の
。 

　
こ
の
ア
イ
デ
ア
は
、
当
時
の
佐
々
木
誠
造

青
森
市
長
（
八
八
年
〜
現
在
）
が
進
め
る
ま

ち
づ
く
り
施
策
と
も
合
致
。
佐
々
木
市
長
は
、

無
秩
序
な
市
街
地
拡
大
が
、
上
下
水
道
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
、
さ
ら
に
は
「
除
雪
費
用
」
な

ど
の
行
政
コ
ス
ト
を
増
大
さ
せ
る
と
し
て
、

従
来
型
の
「
拡
大
路
線
」
を
転
換
さ
せ
、
住

宅
・
商
店
・
病
院
・
学
校
な
ど
を
都
市
の
中

心
部
に
集
め
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
構

想
」
を
打
ち
出
し
た
。 

　
行
政
と
住
民
で
足
並
み
を
揃
え
、
福
祉
対

応
型
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
検
討
を
進
め

た
。
最
初
に
取
り
か
か
っ
た
の
は
、
「
街
路

整
備
事
業
」
だ
。
「
車
道
」
を
狭
め
る
一
方
、

「
歩
道
」
を
広
く
し
て
、
道
路
の
段
差
を
解

消
。
併
せ
て
、
「
自
転
車
」
専
用
道
路
も
整

備
し
、
一
○
○
㍍
ご
と
に
休
憩
用
の
ベ
ン
チ

と
花
壇
を
設
置
し
た
。 

　
次
ぎ
に
手
が
け
た
の
は
、
「
宅
配
サ
ー
ビ

ス
」
。
買
い
物
し
や
す
く
な
っ
た
と
は
い
え
、

お
年
寄
り
や
障
害
者
が
、
重
た
い
荷
物
を
も

っ
て
自
宅
ま
で
帰
る
の
は
一
苦
労
。
そ
こ
で

住
民
主
体
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
、
購
入
し

た
商
品
を
「
当
日
中
」
に
届
け
る
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
た
。
こ
れ
な
ら
、
足
腰
の
弱
っ
た

お
年
寄
り
で
も
気
軽
に
買
い
物
が
楽
し
め
る
。 

　
最
後
は
、
賑
わ
い
再
生
の
「
切
り
札
」
と

な
る
集
客
力
の
あ
る
商
業
施
設
の
建
設
だ
。

○
一
年
一
月
に
、
商
店
街
入
口
に
、
官
民
複

合
施
設
「
ア
ウ
ガ
」
（
津
軽
弁
で
「
会
う
」

の
意
味
）
を
立
ち
上
げ
た
。
地
下
一
階
に
は

「
市
場
」
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
生
鮮
食
料

品
街
、
地
上
一
階
か
ら
四
階
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
関
連
の
民
間
テ
ナ
ン
ト
、
五
階
か
ら
九
階

は
図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設
が
入
居
。
注
目

す
べ
き
は
、
か
つ
て
郊
外
に
移
転
し
た
市
民

図
書
館
を
駅
前
中
心
部
に
戻
し
た
こ
と
だ
。

図
書
館
は
、
午
前
中
は
お
年
寄
り
、
午
後
は

学
生
、
夕
方
は
社
会
人
と
、
幅
広
い
年
齢
層

の
利
用
が
見
込
め
る
。
利
用
者
が
、
周
辺
の

商
店
街
に
「
立
ち
寄
る
」
こ
と
を
期
待
し
て

の
こ
と
だ
。 

　
ね
ら
い
は
見
事
に
的
中
。
「
ア
ウ
ガ
」
開

業
以
降
、
周
辺
商
店
街
に
は
賑
わ
い
が
戻
り
、

従
来
の
一
・
五
倍
と
な
る
一
日
（
平
均
）
八

○
○
○
人
が
商
店
街
に
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、
「
ア
ウ
ガ
」
開
業
に
伴
い
、

施
設
内
で
は
正
規
・
非
正
規
あ
わ
せ
、
五
○

人
近
く
の
雇
用
の
場
が
生
ま
れ
た
。 

　
官
民
一
体
の
取
り
組
み
で
街
に
賑
わ
い
が

戻
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
青
森
公
立
大
学
の

山
本
恭
逸
氏
（
経
営
経
済
学
部
教
授
）
は
、

「
従
来
、
中
心
市
街
地
活
性
化
は
、
『
商
店

街
』
活
性
化
と
誤
解
さ
れ
て
き
た
。
青
森
市

の
場
合
、
『
商
店
街
』
だ
け
で
な
く
、
住
宅
・

事
業
所
・
病
院
・
図
書
館
な
ど
『
市
街
地
』

全
体
の
活
性
化
を
官
民
一
体
で
押
し
進
め
た

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
」
と
み
る
。 

　
商
店
街
が
再
活
性
化
し
た
こ
と
で
、
車
が

な
く
て
も
歩
い
て
用
が
足
せ
る
「
ま
ち
な
か

居
住
」
に
も
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
駅
前

で
は
、
医
療
・
福
祉
一
体
型
の
ケ
ア
付
き
マ

ン
シ
ョ
ン
の
建
築
が
進
み
、
こ
れ
ま
で
の
沈

滞
ム
ー
ド
を
一
掃
す
る
よ
う
な
動
き
が
出
は

じ
め
て
い
る
。 

　
自
治
体
財
政
が
一
段
と
厳
し
さ
を
増
す
な

か
、
市
が
進
め
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
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さるくシティ403

佐世保四ヶ町商店街 

構
想
」
は
、
ま
ち
な
か
に
賑
わ
い
を
取
り
戻

す
と
同
時
に
、
行
財
政
コ
ス
ト
を
削
減
す
る

取
り
組
み
と
し
て
、
全
国
か
ら
注
目
が
集
ま

る
。 

   

日
本
一
元
気
な
商
店
街 

　
　
―
長
崎
県
佐
世
保
市
― 

  　
長
崎
県
北
部
に
位
置
す
る
佐
世
保
市
は
、

人
口
二
五
万
人
を
有
す
る
県
内
第
二
の
都
市
。

戦
前
か
ら
、
海
軍
を
中
心
と
し
た
「
基
地
の

ま
ち
」
と
し
て
栄
え
、
戦
後
は
、
佐
世
保
重

工
業
を
は
じ
め
と
す
る
「
造
船
の
ま
ち
」
と

し
て
発
展
し
た
。
近
年
で
は
、
ハ
ウ
ス
テ
ン

ボ
ス
な
ど
「
観
光
都
市
」
と
し
て
も
賑
わ
い

を
見
せ
る
。 

　
中
心
市
街
地
は
、
Ｊ
Ｒ
佐
世
保
駅
か
ら
市

役
所
ま
で
、
直
線
で
約
一
㌔
に
も
お
よ
ぶ
「
さ

る
く
シ
テ
ィ
四
○
三
」（
さ
る
く
＝
「
歩
く
」

の
意
味
）。
高
度
成
長
期
の
六
○
年
代
は
、

県
北
最
大
の
商
店
街
と
し
て
、
多
く
の
買
い

物
客
で
賑
わ
い
を
見
せ
た
。 

　
八
○
年
代
に
入
る
と
基
幹
産
業
で
あ
る
造

船
業
が
不
況
に
見
舞
わ
れ
、
ま
ち
は
沈
滞
ム

ー
ド
に
覆
わ
れ
た
。
同
じ
時
期
、
郊
外
の
大

規
模
住
宅
の
開
発
が
始
ま
り
、
中
心
部
の
人

口
が
減
少
に
転
じ
た
。
追
い
討
ち
を
か
け
る

よ
う
に
、
郊
外
の
大
塔
（
だ
い
と
う
）
地
区

に
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
立
地
が

相
次
ぎ
、
九
七
年
に
は
売
場
面
積
三
万
平
方

㍍
の
「
超
大
型
」
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
ジ
ャ
ス
コ
シ
テ
ィ
ー
大
塔
）
が
開
店
し
た
。 

　
郊
外
店
舗
の
立
地
が
加
速
す
る

一
方
、
中
心
商
店
街
は
人
影
が
ま

ば
ら
と
な
っ
た
。
行
き
交
う
人
の

数
も
、
目
に
見
え
て
減
り
、
商
店

街
の
店
主
た
ち
は
、
「
何
と
か
し

な
け
れ
ば
」
と
危
機
感
を
募
ら
せ

た
。 

　
そ
こ
で
、
若
手
経
営
者
を
中
心

と
し
た
地
元
有
志
が
、
賑
わ
い
創

出
の
た
め
知
恵
を
絞
っ
た
。
浮
上

し
た
ア
イ
デ
ア
は
、
「
住
民
参
加

型
」
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
だ
。 

　
第
一
弾
と
し
て
九
六
年
か
ら
、

「
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

（
毎
年
一
一
月
〜
一
二
月
）
を
開

始
。
こ
れ
は
、
全
長
約
一
㌔
に
お

よ
ぶ
ア
ー
ケ
ー
ド
街
を
、
一
○
○

万
個
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
飾

り
、
商
店
街
全
体
の
雰
囲
気
を
盛

り
上
げ
る
も
の
。
期
間
中
は
、
ア

ー
ケ
ー
ド
全
体
が
、
「
パ
ー
テ
ィ

ー
会
場
」
と
化
す
。
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
な
ど
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
「
仮
装
大
会
」
、

佐
世
保
名
物
の
「
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
大
食
い
・

早
食
い
大
会
」
、
市
民
が
マ
イ
ク
を
握
る
「
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
、
商
店
街
中
心

部
で
結
婚
式
を
あ
げ
る
「
き
ら
き
ら
ウ
ェ
デ

ィ
ン
グ
」
な
ど
、
住
民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
が

連
日
、
目
白
押
し
と
な
る
。
注
目
す
べ
き
は
、

運
営
費
を
住
民
の
カ
ン
パ
（
一
口
千
円
）
で

賄
っ
て
い
る
こ
と
。
行
政
が
音
頭
を
と
る
「
お

仕
着
せ
型
」
で
は
な
く
、
「
住
民
の
、
住
民

に
よ
る
、
住
民
の
た
め
の
」
手
作
り
イ
ベ
ン

ト
に
し
た
こ
と
だ
。 

　
第
二
弾
は
、
二
○
○
○
年
に
旗
揚
げ
し
た

「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
さ
せ
ぼ
祭
り
」
（
毎
年

一
○
月
）
。
こ
れ
は
、
札
幌
市
で
九
二
年
か

ら
は
じ
ま
っ
た
「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ

ン
祭
り
」
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
。
当
初
は

一
五
チ
ー
ム
で
は
じ
め
た
も
の
の
、
参
加
者

は
年
を
追
う
ご
と
に
増
加
。
今
で
は
韓
国
な

ど
海
外
組
も
含
め
一
四
○
チ
ー
ム
（
八
○
○

○
人
）
に
達
し
、
二
七
万
人
の
観
客
を
呼
び

寄
せ
る
市
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
に
ま
で
発
展
し

た
。 

　
こ
う
し
た
「
派
手
」
な
イ
ベ
ン
ト
を
繰
り

広
げ
る
一
方
、
地
元
保
育
園
児
の
七
夕
飾
り

や
、
小
学
生
の
習
字
を
商
店
街
に
展
示
す
る

な
ど
、
「
地
道
」
な
取
り
組
み
も
同
時
に
展

開
。
大
人
だ
け
で
な
く
子
供
も
巻
き
込
ん
だ

「
地
域
一
体
型
」
の
取
り
組
み
は
、
目
に
見

え
る
成
果
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。 

　
そ
れ
ま
で
、
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
た
商

店
街
の
通
行
量
は
○
一
年
以
降
、
増
加
に
転

じ
た
。
人
通
り
が
増
え
た
こ
と
で
、
商
店
の

売
り
上
げ
も
ジ
ワ
リ
と
伸
び
て
き
た
。
シ
ャ

ッ
タ
ー
を
下
ろ
し
て
き
た
店
主
も
営
業
を
再

開
す
る
よ
う
に
な
り
、
商
店
街
は
か
つ
て
の

賑
わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と
に
成
功
し
た
。 

　
住
民
主
体
の
取
り
組
み
が
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
九
州
経
済
調

査
協
会
の
片
山
礼
二
郎
氏
（
情
報
研
究
部
主

任
研
究
員
）
は
「
地
元
住
民
が
商
店
街
に
目

を
向
け
る
た
め
の
様
々
な
仕
掛
け
を
作
り
出

し
た
こ
と
が
成
功
要
因
の
ひ
と
つ
」
と
説
明
。 

商
店
街
で
は
現
在
、
一
八
○
程
の
店
舗
が
店

を
開
け
、
「
空
き
店
舗
」
は
ほ
と
ん
ど
見
あ

た
ら
な
い
。
「
日
本
一
元
気
な
商
店
街
」
に

は
、
全
国
か
ら
の
視
察
が
相
次
ぎ
、
さ
ら
に

賑
わ
い
を
呼
び
込
ん
で
い
る
。 

◇
　
◇
　
◇
　
◇ 

　
モ
ニ
タ
ー
登
録
機
関
は
、
全
部
で
九
研
究

機
関
。
北
か
ら
、
㈱
北
海
道
二
一
世
紀
総
合

研
究
所（
北
海
道
）、
青
森
公
立
大
学
地
域
研

究
セ
ン
タ
ー（
青
森
）、
財
団
法
人
常
陽
地
域

研
究
セ
ン
タ
ー（
茨
城
）、
財
団
法
人
中
部
産

業
・
労
働
政
策
研
究
会（
愛
知
）、
財
団
法
人

北
國
総
合
研
究
所（
石
川
）、
財
団
法
人
関
西

社
会
経
済
研
究
所（
大
阪
）、
社
団
法
人
中
国

地
方
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー（
広
島
）、
四
国
経

済
連
合
会（
香
川
）、
財
団
法
人
九
州
経
済
調

査
協
会（
福
岡
）。 

（
調
査
部
　
遠
藤
彰
） 




